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米沢小学校
4月10日、町内の小中学校で�
入学式が行われました。
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平
成
十
八
年
度
、
国
の
予
算

は
、
総
人
件
費
改
革
、
医
療
制

度
改
革
、
特
別
会
計
改
革
な
ど
、

数
多
く
の
構
造
改
革
を
予
算
に

反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
国
庫
補
助
負
担
金
に

つ
い
て
は
、
税
源
移
譲
に
結
び

つ
く
改
革
、
ス
リ
ム
化
な
ど
の

改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
方
交
付
税
に
つ
い

て
は
、
国
の
歳
出
の
見
直
し
と

歩
調
を
合
わ
せ
、
地
方
歳
出
を

見
直
し
、
抑
制
す
る
な
ど
の
改

革
を
行
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
地
方
交
付
税

の
削
減
が
さ
ら
に
続
き
、
よ
り

一
層
の
行
財
政
運
営
の
簡
素
化
、

適
正
化
を
図
り
歳
出
全
般
の
見

直
し
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
な
か
、
施
策
の
基

本
と
し
て
い
ま
す
「
行
財
政
改

革
の
推
進
」
「
住
民
に
身
近
な

行
政
推
進
」
「
子
育
て
学
習
環

境
対
策
」
「
住
民
の
安
全
と
安

心
対
策
」を
原
則
と
し
て
、「
小

さ
く
て
も
元
気
で
明
る
い
輝
き

の
あ
る
ま
ち
・
江
府
」
を
目
指

し
ま
す
。

　
ま
た
、
地
方
自
治
の
原
則

で
あ
る
公
正
・
公
開
・
参
加
を

中
心
に
「
開
か
れ
た
町
政
」

を
基
本
理
念
に
、
誠
実
に
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　
平
成
十
八
年
度
の
予
算
編

成
は
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏

ま
え
、
職
員
人
件
費
の
削
減

な
ど
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

事
業
の
効
果
や
必
要
性
を
再

検
討
し
、
限
ら
れ
た
財
源
で
、

住
民
の
視
点
に
立
っ
た
活
力

の
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　
特
に
将
来
の
活
性
化
に
通

じ
る
、
サ
ン
ト
リ
ー
（
株
）

の
企
業
誘
致
を
着
実
に
進
め

て
い
き
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
本
年
度
に
造

成
、
農
道
付
け
替
え
工
事
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
小
学
校
耐
震
度
整

備
委
託
お
よ
び
中
学
校
校
舎

耐
力
度
測
定
業
務
委
託
、
図

書
館
充
実
の
た
め
の
図
書
シ

ス
テ
ム
導
入
な
ど
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

行
財
政
方
針
に
つ
い
て

【一般会計】町が基本的な施策をまかなう予算

【特別会計】一般会計と区分し、特定の事業を行う

　　　　　　予算

【町　　税】みなさんが納めた税金

【繰 入 金】各種基金の取り崩しによって繰り入れ

　　　　　　たお金

【分担金・負担金】特別の利益を受けた方から負担してい

　　　　　　ただいたお金

【諸 収 入】雑入など、その他のさまざまな収入

【地方交付税】所得税など国が徴収した税金の中から、

　　　　　　町の財政状況に応じて交付されたお金

【町　　債】町の借金。大きな事業を行うために国

　　　　　　や金融機関から借り入れたお金

【国・県支出金】特定の目的のために国や県から交付さ

　　　　　　れたお金

【自主財源】町独自に入ってくるお金

【依存財源】国や県から交付や、借り入れたお金

【人 件 費】町職員の給与や、町議会議員などの報酬

【扶 助 費】法令に基づき支出される経費。児童手

　　　　　　当、医療扶助など

【公 債 費】借り入れたお金の返済金

【普通建設事業費】道路など整備するためのお金

【積 立 金】積み立てたお金

【物 件 費】消耗品、臨時職員賃金など

　
平
成
十
八
年
度
一
般
会
計
予
算
・
特
別
会
計
予
算
が

三
月
二
十
四
日
議
会
で
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
三
十
四
億
三
千
八
百
万
円
、
特
別
会
計
は

十
六
会
計
で
二
十
一
億
八
千
八
百
八
十
万
円
、

合
わ
せ
る
と
五
十
六
億
二
千
六
百
八
十
万
円
と
な
り
ま�

す
。

当
初
予
算

当
初
予
算

当
初
予
算

平成18年度

町税
8億8,579万円
25.8％

繰入金
1億9,700万円
5.7％

繰入金
1億9,700万円
5.7％

諸収入
1億1,927万円
3.5％

その他
5億5,231万円
16.1％

その他
5億5,231万円
16.1％

町債
1億5,690万円
4.6％

国・県支出金
2億8,447万円
8.3％

その他
1億447万円
3.0％

分担金及び負担金
3,379万円
1.0％

歳入総額
34億3,800万円

人件費
6億4,419万円
18.7％

普通建設事業費等
6億2,519万円
18.2％

公債費
7億2,576万円
21.1％

扶助費
1億1,659万円
3.4％

繰出金
3億5,490万円
10.3％

補助費等
4億8,144万円
14.0％

物件費
3億4,478万円
10.0％

その他
5,335万円
1.6％

貸付金
9,180万円
2.7％

平成14年度

総務費

公債費

民生費

農林水産業費

衛生費

教育費

土木費

消防費

議会費

商工費

その他

平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度

40億1,800万円

34億3,800万円
35億2,400万円

39億9,300万円

44億7,700万円

一般会計の推移町税の推移

町民一人あたりに使われるお金特別会計当初予算

平成14年度

1億630万円

9億9,042万円

1億630万円

9億9,042万円

1,750万円

940万円

平成15年度

1億378万円

9億3,343万円

1億378万円

9億3,343万円

1,450万円

962万円

平成16年度

8,145万円

8億8,878万円

7,377万円

8億5,046万円

8,145万円

8億8,878万円

1,351万円

平成17年度 平成18年度

7,377万円

8億5,046万円

1,387万円

973万円

6,661万円6,661万円

7億9,923万円7億9,923万円

1,017万円

978万円

たばこ税

軽自動車税

固定資産税

町民税

225,837円

199,641円

147,535円

107,565円

80,848円

56,558円

37,978円

20,575円

15,152円

5,916円

5,705円

5万 10万 15万 20万 25万 30万 35万 40万

会 計 名 平成18年度

45万円�

410万円�

3億3,085万円

2億8,766万円

6億8,015万円

4億831万円

204万円

1,611万円

134万円

1億6,636万円

2億1,550万円

558万円

6,150万円

400万円

235万円

250万円

平成17年度

55万円�

454万円�

3億6,159万円

3億1,664万円

6億5,867万円

3億6,661万円�

－�

－

772万円

2億4,175万円

1億9,253万円

563万円

6,001万円

473万円

238万円

248万円

▲10万円�

▲44万円�

▲3,074万円

▲2,898万円

2,148万円

4,170万円

204万円

1,611万円

▲638万円

▲7,539万円

2,297万円

▲5万円

149万円

▲73万円

▲3万円

2万円

差引
鳥取県西部町村情報公
開個人情報保護審査会

江尾財産区

介護保険事業（保険事業勘定）

介護保険事業（サービス事業勘定）

介護老人保健施設

笠良原市民農園

農業集落排水事業

簡易水道事業

国民健康保険（事業勘定）

国民健康保険（施設勘定）

老人保健

林業集落排水事業

米沢財産区

神奈川財産区

住宅新築資金等貸付事業

特定環境保全公共下水道事業

40億

30億

20億

10億

972万円

自主財源�
17億8,816万円
52.0％

自主財源�
17億8,816万円
52.0％

依存財源�
16億4.984万円
48.0％

依存財源�
16億4.984万円
48.0％

歳出総額
34億3,800万円

義務的経費
43.2％
義務的経費
43.2％

投資的経費
18.2％

その他の経費
38.6％
その他の経費
38.6％

地方交付税
11億400万円
32.1％
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四
月
十
日
、
町
内
小
・
中
学
校
で
、
平
成
十
八
年
度
の
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
、
希
望
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
、
新
し
い
生
活
を
始
め
る
小
学
生
は
三
十
名
（
米
沢
三
名
、
江
尾

二
十
名
、
明
倫
五
名
、
俣
野
二
名
）
、
中
学
生
は
四
十
名
で
す
。

　
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
花
冷
え
の
一
日
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
日
を
待
っ
て
い
た
よ
う
に
開
花
し
た
桜
が
新
た
な
門
出
に
彩
り
を
添
え
、
新
生
活
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
七
十

名
は
、
大
い
な
る
未
来
へ
確
か
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

町内小　・中学校入学式町内小　・中学校入学式町内小　・中学校入学式
未来に向かって、さあ、行こう！
未来に向かって、さあ、行こう！

江　尾
小学校

江　府
中学校

米　沢
小学校

俣　野
小学校

明　倫
小学校



　
三
月
十
五
日
、
江
府
町
小
学
校
統
合
検

討
委
員
会（
千
藤
　
堯
委
員
長
、二
十
名
）

よ
り
町
長
へ
、
小
学
校
統
合
に
関
す
る
４

つ
の
諮
問
事
項
に
対
す
る
答
申
書
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
（
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
す
）

　
千
藤
委
員
長
は
、
「
町
財
政
の
厳
し
さ

を
思
い
、答
申
に
は『
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
導

入
』を
見
送
り
ま
し
た
が
、通
学
方
法
は
委

員
会
の
最
大
の
論
点
で
し
た
。
保
護
者
の

思
い
に
最
大
の
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
強
調
し
、
委
員
会
で
検
討
さ
れ
た
路
線

バ
ス
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
と
路
線
新
設
の
案

を
提
示
。
さ
ら
に
、
通
学
費
の
保
護
者
負

担
軽
減
に
つ
い
て
も
努
力
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
話
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
町
長
は
「
保
護
者
負
担

軽
減
に
つ
な
が
る
町
営
バ
ス
へ
の
切
り
替

え
も
含
め
、
実
現
に
向
け
て
最
大
限
努
力

し
た
い
」
と
回
答
。

　
今
後
、
町
で
は
、
校
区
ご
と
に
説
明
会

を
開
催
し
、

統
合
に
向

け
て
町
民

の
み
な
さ

ん
の
理
解

を
求
め
て

い
く
こ
と

に
な
り
ま

す
。

平成21年度めどに統合平成21年度めどに統合平成21年度めどに統合
～小学校統合検討委員会、町長へ答申～

江府町小学校統合整備について（答申）
　私ども江府町小学校統合検討委員会は、去る平成１７年７月１３日付をもって江府町長の委嘱を受け、小学

校統合に関する諮問事項について協議、検討してまいりました。全国的な少子・高齢社会の到来は、大きな社

会問題となっています。人口とりわけ児童生徒数の減少は深刻であります。また、市町村合併が進む中で単独

存続を決定した江府町の今後の財政運営課題も山積しています。このような状況下で、未来に向かって明るく、

たくましく、のびのびと成長する子どもたちのことを考え、以下のとおり答申します。

　　　　　１．江尾小学校を母体とした統合について（既存施設の活用）

　　　　　　　　　●統合校舎は、江尾小学校の施設とすることが望ましい。

　　　　　２．統合の時期について

　　　　　　　　　●平成２１年４月１日を目途とされたい。

　　　　　３．通学方法について

　　　　　　　　　●現状の生活路線バス利用を基本とすることが望ましい。ただし、児童生徒の生活時程を

　　　　　　　　　　中心に、全面的なダイヤの見直しを検討されたい。

　　　　　４．その他統合整備に関わる事項

　　　　　　　　　●新しい学校に相応しい施設とするため、既存施設に年次的な整備を講じられたい。特に、

　　　　　　　　　　駐車場確保については、早急に検討されたい。

　　　　　　　　　●統合後の校名、校歌、校章は、新たに制定することが望ましい。

　　　　　　　　　●統合後の廃校舎の活用については、行政全般として総合的見地に立ち、各分野から検討

　　　　　　　　　　することが望ましい。

【　附帯意見　】

　通学方法に関する事項

　　●通学方法は、本委員会の最大の論点となった。子どもの安全を第一に思う親の気持ちとして、ＰＴＡか

　　　らはスクールバス導入の強い思いがあったが、委員会では財政支出の抑制を優先したかたちとなった。

　　　今後、路線バスの運行にあたっては、ぜひ保護者のこの思いを十分にくみいれたものとされたい。

　　●統合に伴って生じる通学費等の保護者負担軽減を図られたい。

　　●バス停、歩道の整備など、通学路の安全を確保されたい。

　その他統合に関わる事項

　　●児童数激減となる俣野小学校ＰＴＡから、１年でも早く部分統合がなされるよう強い要望がなされた。

　　●統合後の廃校舎活用方策として、本委員会で提案された主なもの

　　＊旧校区のコミュニティ施設。ただ「建物」を自由に使えるというものでなく、行政の窓口的な要素を含

　　　んだものとする。＊グループホーム、共同作業所などに貸与する。＊簡易的な宿泊所として、大学のサ

　　　ークル合宿等に活用する。＊明倫小学校は借地であり、現状維持していくかどうか考慮を要する。

6

▲答申書は委員長から町長の手に
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三
月
三
十
一
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
人

権
啓
発
講
演
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
公
演
の
内
容
は
、
向
田
敬
子
さ
ん
に
よ
る
、

橋
の
な
い
川
（
原
作
住
井
す
ゑ
）
を
題
材
に
し

た
、
ひ
と
り
語
り
で
し
た
。

　
こ
の
た
び
の
公
演
は
、
第
一
部
だ
け
で
し
た

が
、
約
二
時
間
に
わ
た
り
公
演
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
ま
だ
、
第
二
部
・
第
三
部
と
あ
り
ま
す
。

　
今
後
、
機
会
が
あ
れ
ば
公
演
を
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

人
権
啓
発
講
演
会

　
三
月
二
十
七
日
、
町
最
初
の
誘
致
企
業
、
株

式
会
社
グ
リ
ー
ン
ス
テ
ー
ジ
の
製
氷
工
場
が
完

成
し
、
御
机
の
新
工
場
で
地
権
者
や
地
元
関
係

者
が
出
席
し
、
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
最
新
の
プ
ラ
ン
ト
を
備
え
た
こ
の
工
場
は
、

ナ
チ
ュ
ラ
ル
（
自
然
）
＆
セ
イ
フ
テ
ィ
ー
（
安

全
）
を
基
本
に
、
き
れ
い
な
奥
大
山
の
水
を
原

料
に
お
い
し
い
氷
を
製
造
し
ま
す
。

　
一
日
あ
た
り
四
十
八
ト
ン
の
氷
を
つ
く
り
、

袋
や
カ
ッ
プ
の
製
品
に
し
ま
す
。

　
現
在
社
員
は
十
四
名
で
、
五
月
の
本
格
稼
働

を
目
指
し
、
最
終
の
調
整
が
急
ピ
ッ
チ
で
行
な

わ
れ
ま
す
。

〜
橋
の
な
い
川
〜

　
国
道
四
八
二
号
線
沿
い
の
南
大
山
観
望
駐
車

場
（
宮
市
）
に
、
苦
　
隧
道
の
歴
史
を
紹
介
し

た
案
内
板
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
三
月
二
十
八
日
に
は
、
苦
　
隧
道
の
歴
史
を

一
年
か
け
て
学
習
し
た
、
米
沢
小
学
校
四
年
生

九
名
を
は
じ
め
、
地
元
の
方
な
ど
の
出
席
で
、

案
内
板
の
除
幕
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
苦
　
隧
道
は
、
昭
和
二
十
五
年
か
ら
二

年
か
け
て
貫
通
し
ま
し
た
。

　
作
業
は
、
下
蚊
屋
・
助
沢
集
落
の
方
の
労
務

奉
仕
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
時
は
、
機
械
な
ど
が
あ
る
わ
け
で
も
な
く
、

ツ
ル
ハ
シ
や
ス
コ
ッ
プ
な
ど
で
作
業
を
し
、
人

が
歩
け
る
幅
一
・
五
㍍
、
高
さ
二
㍍
の
ト
ン
ネ

ル
二
百
㍍
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

愛
の
通
学
ト
ン
ネ
ル
物
語

〜
苦
　
隧
道
案
内
板
〜

製
氷
工
場
竣
工

〜
誘
致
企
業
第
一
号
〜

た
か

こ

に
が

さ
こ

ず
い

ど
う

7
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三
月
二
十
七
日
、
山
村
開
発
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
江
府
町
の
学

び
の
最
高
峰
「
明
徳
学
園
」
の
修

了
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
明
徳
学
園
」
は
、
昭
和
四
十

九
年
に
開
学
。
生
涯
学
習
の
リ
ー

ダ
ー
的
存
在
と
し
て
、
三
十
年
以

上
も
の
歴
史
を
刻
ん
で
き
ま
し
た
。

　
現
在
の
学
園
生
数
は
、
普
通
科

四
十
一
名
、
高
等
科
五
十
二
名
、

研
究
科
四
十
名
の
百
三
十
三
名
で
、

一
般
教
養
と
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
課

程
に
、
学
び
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
十
七
年
度
も
、
一
年
間
の

課
程
を
無
事
に
終
え
、
全
員
が
所

定
の
単
位
を
取
得
さ
れ
ま
し
た
。

　
修
了
式
で
は
、
は
じ
め
に
学
長

・
藤
原
教
育
長
が
、
こ
の
一
年
間

の
学
事
を
報
告
。
続
い
て
修
了
生

の
報
告
が
行
わ
れ
、
普
通
科
、
高

等
科
、
研
究
科
の
単
位
取
得
者
に

証
書
が
、
ま
た
、
普
通
科
四
学
年
、

高
等
科
四
学
年
を
修
了
さ
れ
た
二

十
三
名
に
は
、
修
了
証
書
が
そ
れ

ぞ
れ
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
理
事
長
・
竹
内
町
長
の
式
辞
、

長
岡
議
長
の
来
賓
祝
辞
に
続
い
て
、

表
彰
状
の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
一
年
間
、
休
む
こ
と
な
く

講
座
に
出
席
、
熱
心
に
学
び
、
心

と
技
を
み
が
か
れ
た
三
十
八
名
の

み
な
さ
ん
に
皆
勤
賞
が
、
永
年
に

わ
た
り
学
園
で
勉
学
に
励
ま
れ
、

元
気
に
ご
活
躍
の
方
に
精
励
賞
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
精
励
賞
は
、
普

通
科
、
高
等
科
と
終
了
し
た
の
ち

さ
ら
に
研
究
科
で
永
く
学
ば
れ
た

方
々
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　
今
回
は
次
の
七
名
の
み
な
さ
ん

に
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

●
十
七
年
生

　
　
勝
見
　
昭
代
（
本
　
一
）

　
　
越
峠
　
峯
子
（
下
蚊
屋
）

●
十
八
年
生

　
　
中
川
　
益
之
（
本
　
二
）

●
十
九
年
生

　
　
川
上
　
　
操
（
助
　
沢
）

　
　
森
田
　
律
子
（
貝
　
田
）

●
二
十
二
年
生

　
　
新
見
美
屋
子
（
袋
　
原
）

●
二
十
五
年
生

　
　
小
椋
　
千
代
（
下
蚊
屋
）

　
何
事
も
「
継
続
は
力
な
り
」
と

言
わ
れ
ま
す
が
、
年
齢
を
重
ね
て

も
自
ら
学
習
の
場
に
参
加
し
、
常

に
学
び
続
け
る
意
欲
、
前
向
き
な

姿
勢
は
、
身
体
と
心
の
健
康
に
つ

な
が
り
ま
す
。
受
賞
さ
れ
た
方
々

の
姿
に
は
、
い
つ
も
向
上
心
を
忘

れ
ず
自
分
を
見
つ
め
、
ひ
た
む
き

に
学
習
し
て
こ
ら
れ
た
長
い
道
の

り
が
し
っ
か
り
と
刻
ま
れ
、
さ
ら

に
新
し
い
学
び
を
求
め
る
、
あ
く

こ
と
の
な
い
探
究
心
が
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
学
生
代
表
、
自
治
会

長
・
清
水
純
子
さ
ん
が
、
「
厳
し

い
町
財
政
の
中
で
少
子
高
齢
社
会

は
、
年
ご
と
に
進
み
、
私
ど
も
高

齢
者
の
果
た
す
役
割
と
生
き
ざ
ま

は
、
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
人
生
最
高
の
よ

ろ
こ
び
は
、
心
身
と
も
に
健
全
で
、

い
つ
ま
で
も
若
々
し
い
気
力
を
持

ち
続
け
、
人
生
を
全
う
す
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
」
と
、
感
謝
と

生
涯
学
習
の
気
持
ち
を
こ
め
て
謝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
最
後
は
、
全
員
で
『
蛍
の
光
』

を
斉
唱
。
学
園
の
長
い
歴
史
に
新

し
い
ペ
ー
ジ
を
加
え
、
ま
た
次
の

ペ
ー
ジ
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
修

了
式
を
閉
じ
ま
し
た
。

学
ぶ
心
、
い
つ
ま
で
も･･･

百
三
十
三
名
が
単
位
取
得

平
成
十
七
年
度

明
徳
学
園
修
了
式

明
徳
学
園
修
了
式

明
徳
学
園
修
了
式

▲全員で学園憲章唱和

▲高等科修了者を代表して住田信子さん ▲藤原学長の学事報告

▲さらなる前進を！小椋千代さん

▲学生自治会長清水純子さん▲『蛍の光』斉唱　来年度もがんばりましょう
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青
い
空
の
下
、
や
わ
ら
か
な
日

の
光
に
包
ま
れ
、
絶
好
の
コ
ン
デ

ィ
シ
ョ
ン
で
レ
ー
ス
は
展
開
さ
れ

ま
し
た
。
上
位
入
賞
者
は
次
の
み

な
さ
ん
で
す
。

（
太
字
は
江
府
町
在
住
者
）

【
小
学
生
女
子
・
低
学
年
】

第
一
位
　
佐
伯
　
美
幸(

石
見
東)

第
二
位
　
遠
藤
　
花
奈(

日
　
光)

第
三
位
　
新
田
有
実
佳(

石
見
東)

【
小
学
生
女
子
・
高
学
年
】

第
一
位
　
内
藤
　
夏
希(

日
　
光)

第
二
位
　
内
藤
亜
美
優(

日
　
光)

第
三
位
　
小
谷
　
真
実(

石
見
東)

【
中
学
生
女
子
】

第
一
位
　
田
辺
　
智
夏(

日
　
南)

第
二
位
　
大
岩
　
祐
子(

江
　
府)

【
成
年
女
子
】

第
一
位
　
塚
田
　
裕
子(

鳥
取
大)

【
小
学
生
男
子
・
低
学
年
】

第
一
位
　
遠
藤
　
大
輝(

日
　
光)

第
二
位
　
川
上
　
光
隆(

米
　
沢)

第
三
位
　
浅
田
　
　
平(

石
見
東)

【
小
学
生
男
子
・
高
学
年
】

第
一
位
　
佐
伯
　
健
太(

石
見
東)

第
二
位
　
木
村
　
隼
人(

日
　
光)

第
三
位
　
内
藤
亜
久
里(

日
　
光)

【
中
学
生
男
子
】

第
一
位
　
木
村
　
達
也(

溝
　
口)

第
二
位
　
高
橋
　
了
大(

日
　
南)

第
三
位
　
田
辺
　
岳
康(

日
　
南)

【
成
年
男
子
・
一
部
】

第
一
位
　
本
田
　
祐
造(

鳥
取
大)

第
二
位
　
藤
本
　
正
伸(

鳥
取
大)

第
三
位
　
高
田
　
知
朗(

鳥
取
大)

【
成
年
男
子
・
二
部
】

第
一
位
　
上
田
　
　
勝

　
　
　
　
　
　
　
（
陸
自
米
子
）

第
二
位
　
荒
金
　
岳
登

　
　
　
　
　
　
　
（
能
義
Ｓ
Ｃ
）

第
三
位
　
松
本
　
一
生

　
　
　
　
　
　
　
（
日
光
小
教
）

西
日
本
鏡
ヶ
成
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

西
日
本
鏡
ヶ
成
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

　
こ
の
日
の
天
候
は
雨
。
時
折
み

ぞ
れ
ま
じ
り
の
強
い
風
が
吹
く
中
、

選
手
た
ち
は
四
十
あ
ま
り
の
旗
門

が
セ
ッ
ト
さ
れ
た
難
コ
ー
ス
に
挑

み
、
二
本
の
レ
ー
ス
で
合
計
タ
イ

ム
を
競
い
ま
し
た
。
入
賞
者
は
次

の
み
な
さ
ん
で
す
。

（
太
字
は
江
府
町
在
住
者
）

【
小
学
生
女
子
】

第
一
位
　
建
部
　
綾
佳(

　
渡
　)

第
二
位
　
小
林
あ
か
ね(

頓
　
原)

第
三
位
　
佐
藤
あ
ゆ
み(

八
　
幡)

【
中
学
生
女
子
】

第
一
位
　
遠
藤
　
　
恵(

福
　
生)

第
二
位
　
恒
松
　
睦
美(

赤
　
来)

第
三
位
　
小
谷
　
彩
実(

日
　
南)

【
高
校
以
上
女
子
】

第
一
位
　
岸
本
　
千
幸

　
　
　
　
　
　
（
智
頭
農
林
高
）

第
二
位
　
高
橋
　
綾
菜

　
　
　
　
　
　
（
西
城
紫
水
高
）

第
三
位
　
安
井
　
真
美

　
　
　
　
　
　
（
ベ
ル
学
園
高
）

【
小
学
生
男
子
】

第
一
位
　
小
谷
　
凌
慈(

石
見
東)

第
二
位
　
山
岡
　
童
心(

福
米
東)

第
三
位
　
山
本
　
啓
太(

若
　
桜)

【
中
学
生
男
子
】

第
一
位
　
秋
葉
　
健
太(

日
　
南)

第
二
位
　
小
林
　
優
太(

頓
　
原)

第
三
位
　
錦
織
　
聖
矢(

広
　
瀬)

【
成
年
男
子
】

第
一
位
　
中
田
　
　
尚

　
　
　
　
　
　
（
奥
大
山
Ｓ
Ｃ
）

第
二
位
　
川
上
　
祐
希

　
　
　
　
　
　
（
奥
大
山
Ｓ
Ｃ
）

第
三
位
　
高
津
　
亮
二

　
　
　
　
　
　
（
奥
大
山
Ｓ
Ｃ
）

【
三
十
五
歳
以
上
男
子
】

第
一
位
　
花
本
孝
一
郎

　
　
　
　
　
　
（
Ｓ
Ｓ
ク
ラ
ブ
）

第
二
位
　
嶋
田
　
一
幸

　
　
　
　
　
　
（
鳥
取
環
境
大
）

第
三
位
　
松
下
　
雅
彦

　
　
　
（
三
次
ロ
イ
ヤ
ル
Ｓ
Ｃ
）

三
月
五
日
、
鏡
ヶ
成
特
設
コ
ー
ス

西
日
本
烏
ヶ
山
ス
ラ
ロ
ー
ム
大
会

三
月
十
二
日
、
奥
大
山
ス
キ
ー
場

　奥大山スキークラブ（伊達教行会長、４３名）は、シーズン最後となる３月上旬に、距離競技、回転競

技の２大会を開催しました。特に、烏ヶ山スラロームは、今回３９回目という長い歴史を持ち、クラブ単

独運営の大会としてスキーヤーから高い評価を受けています。また、鏡ヶ成クロスカントリーは、かつて

行われていた全国スキーマラソン大会の後をうけて、昨年、有志「鏡ヶ成歩こう会」で開催された記録会

をクラブ主催の大会としたものです。今年も、小学生から一般の部まで各地から多くの選手が集まり、こ

の冬最終のレースで力と技を競いました。大会が終わると、選手たちは来シーズンへの確かな手ごたえを

感じ、奥大山にはあたたかい春が訪れます。

この冬の成果は？

奥大山に春を告げるスキー大会、盛大に！奥大山に春を告げるスキー大会、盛大に！



春の農作業賃金決定春の農作業賃金決定
平成18年

町の農業委員会では、次のとおり平成１８年春の農作業標準賃金を決定しました。

備　　　　　　　考区　　　分 標　準　賃　金

手 植 7,000円

7,000円

１日　８時間　賄いなし

１日　８時間　賄いなし

＊水田・地域の条件などにより、これを基準に相互間で話し合って料金を決定してください。

＊標準賃金の上段（　　）内は、消費税込みの金額です。

（１千万円以上の売り上げがある者への作業委託の場合は、消費税がかかります）

機 械 植

耕 　 　 起
（6,300）�
6,000円

（6,300）�
6,000円

ほ場整備済(田)　すみ植なし（10a当たり）

ディスクロータリー　（10a当たり）

荒かき・代かき同時作業
ほ場整備済（田）　（10a当たり）

荒 お こ し
（6,300）�
6,000円

（6,300）�
6,000円

ほ場整備済（田）　（10a当たり）

荒 が き
（5,250）�
5,000円

ほ場整備済（田）　（10a当たり）

代 か き ほ場整備済（田）　（10a当たり）

（7,875）�
7,500円

荒 代 か き

人 　 　 夫

田　植

一　般

機　械

　
春
の
農
繁
期
は
何
か
と
忙
し
く
、
農
業
機
械
を
使
っ�

て
、
農
作
業
を
行
う
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
毎
年
こ
の
時
期
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
操
作
ミ
ス
や
不

注
意
か
ら
、
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
日
ご
ろ
か
ら
、
十
分
な
点
検
を
行
い
、
無
理
の
な
い�

作
業
計
画
を
た
て
て
、
事
故
の
な
い
よ
う
作
業
を
行
な�

い
ま
し
ょ
う
。
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ホームレスを切望するサラリーマ

ン、老婆を騙そうとする小心ギャ

ンブラーら、落ちこぼれたちの純

真を愛と笑いで包み込んだ珠玉の

連作小説。お笑い芸人として活躍

する著者のデビュー作。

陰日向に咲く　　劇団ひとり

「おまえさ、秘密ある？」住宅設

備機器メーカーに入社して福岡支

社に配属された同期の太っちゃん

と女性総合職の私。深い信頼と友

情が育っていく。そして太っちゃ

んの死。太っちゃんとの約束を果

たすべく彼の部屋にしのびこむ。

沖で待つ　　絲山秋子

第134回芥川賞受賞作品

アシュリー

＊今月のおすすめ＊＊今月のおすすめ＊

アシュリー・ヘギ

～All　About　Ashley～

世界でわずか約30

～40人の早期老化

症(プロジェリア)の

子ども。人の10倍

もの速さで年をとる

彼らの平均寿命は、

13歳である。限ら
れたみじかい命を精一杯生きているア

シュリー。

14歳になり、プロジェリア患者の平

均寿命を超えたいま、自分のこと、病

気のこと、命のこと、家族、そして最

愛の親友のことを自分のことばで懸命

に語る。

新　着　図　書新　着　図　書
○ ほんのすこしの勇気から　

　 　　　　難民のオレアちゃんがおしえてくれたこと

○ 建設業界への最終通告！進化か消滅か　　（倉見　康一）

○ 砂漠の薔薇　　　　　　　　　　　　　　（新堂　冬樹）

○ 生命の不思議　　　　　　　　　　　　　（柳澤　桂子）

○ ウーマンズ・アイランド　　　　　　　　（林　真理子）

○ おもいっきりテレビ　№21・№32

○ 佐賀のがばいばあちゃん　　　　　　　　（島田　洋七）

○ がばいばあちゃんの笑顔で生きんしゃい！　（島田　洋七）

○ がばいばあちゃんの幸せのトランク　　　（島田　洋七）

○ 古民家の知恵と文化百年前の伝言板　　　（三柳屋彦吉）

○ ドッグ・ミラクル（ブラッド＆シェリー・シュタイガー）

○ Ｌｉｎｅ（ライン）　　　　　　　　　　（Ｃｈａｃｏ）

○ 溺死寸前絵日記　　　　　　　　　　　　　（ケイスケ）

○ みじかい命を抱きしめて　　　　　　　（ロリー・ヘギ）

○ デルトラクエストⅢ　２　影の門　（エミリー・ロッダ）

○ 貧乏クジ世代　この時代に生まれて損をした！？（香山　リカ）

○ 翼の折れた天使たち　海・空　　　　　　（Ｙｏｓｈｉ）

○ １００回泣くこと　　　　　　　　　　　（中村　　航）

○ 救心録　善人は、なぜまわりの人を不幸にするのか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（曽野　綾子）

○ １０代で育てる「じぶん表現力」 （JAMネットワーク）

○ 韓国ベストガイド２００６年版

○ ヒストリアン　Ⅰ～Ⅱ　（エリザベス・コストヴァ）

○ こまった人　　　　　　　　（養老　孟司）

○ 今夜は心だけ抱いて　　　　（唯川　　恵）

○ 脳内汚染　　　　　　　　　（岡田　尊司）

○ 人は見た目が９割　　　　　（竹内　一郎）

○ みんな大変　　　　　　　　（渡辺　淳一）

○ ぶ男の遺言　　　　　　（徳大寺有恒）

○ ドリームバスター３　　（宮部みゆき）

○ Ｏｐ.ローズダスト（上）（福井　晴敏）

○ 他人を見下す若者たち　（速水　敏彦）

★今月の休館日は、４月27日（木曜日）です★

ゴールデン・ウィークまであと少し。何とな�

く心がはずんできますね。家族で、なかよし

グループで、それともぶらり、ひとり旅･･･。�

展示コーナーで行く先をさがしたら心の栄養�

補給をしに出かけませんか？

旅行ガイド、エッセイなど、
　　旅に関する本を集めてみました！

旅で、心にビタミン！旅で、心にビタミン！旅で、心にビタミン！



職場の労働関係相談会�
（春期）について

　鳥取県労働委員会では、職場の労働関係相談会を開き

ます。

○相談内容

　解雇・配転・賃金・時間外労働など、個別的な労働関

　係の相談全般

○日時　５月28日　10時から15時

○場所　米子市文化ホール

○問合せ先

　鳥取県労働委員会事務局審査調整課

　電話0857－26－7560

　（相談会当日：090－7778－2109）

１日介護入門講座受講者募集の案内

　介護技術のポイントや基礎、技術を高めるための講座です。お誘いのうえ参加ください。

○日時等

○定　員　先着30名（定員になり次第締め切ります）

○受講料　無料

○その他　講座内容・講師など変更することがあります。

　　　　　動きやすい服装でお越しください。

○申込み・お問合せ先

　電話またはファクシミリで郵便番号、住所、氏名、電話番号を連絡してください。

　　〒683－0811　米子市錦町1－139－3

　　鳥取県西部地域介護実習普及センター

　　　　電話0859－23－5470　　FAX0859－23－5018

事業主のみなさん、労働保険の
「年度更新」はお済ですか？
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　労働保険の、年度更新手続が始まっています。

　平成17年度の確定保険料申告と、平成18年度

の概算保険料の納付が必要となります。

　５月22日までに年度更新手続を行ってください。

　申告書は、期間中県内各所に設ける集合受付会

場、または鳥取労働局で受け付けています。

　労働局では、常時申告・納付を受け付けていま

すが、今年度から集合受付会場では、事故防止の

立場から保険料の取扱ができなくなりました。

　最寄りの金融機関窓口での、保険料納付にご理

解とご協力をお願いいたします。

○問合せ先　鳥取労働局労働保険徴収室

　　　　　　（電話0857－29－1702）

路線バス小児運賃について
　ゴールデンウィークの５月３日～７日の間、子どもた

ちに、公共交通機関であるバスに親しんでもらいたく、

路線バス（下記の路線は除く）の小児運賃（小学生以下）

が無料となります。ご利用ください。

○小児運賃の無償を受けられない路線

　高速バス／ループ麒麟獅子バス／定期観光／鳥取～米

　子空港線（ソウル便）／湯村―鳥取エクスプレス線／

　特別な臨時バス

○問合せ先

　日本交通（株）業務課

　　　　　　　　　　　（電話0857－23－1125）

　日ノ丸自動車（株）業務課

　　　　　　　　　　　（電話0857－22－5154）

鳥取県職員・警察官採用試験案内

○受付期間

　県職員　５月11日～５月29日

　警察官　５月11日～６月13日

○申込書配布時期　５月上旬から

○配布場所

　県庁受付／各県民局／東京・大阪・名古屋の各事務所

　など（警察官採用試験については、県内各警察署、交

　番、駐在所でも配布します）

○その他

　・県のホームページから申込書を印刷して、申し込む

　　こともできます。

　・受験案内を希望される場合は、９０円切手を貼った

　　返信用封筒を同封し、「県職員（大卒程度）」「警

　　察官（大卒程度）」と朱書きして請求してください。

○問合せ先

　鳥取県人事委員会事務局任用課

　〒680－8570　鳥取市東町１丁目271

　電話　0857－26－7553

　ホームページ　http://www.pref.tottori.jp/jinji/

鳥取県弁護士会による無料法律相談について
○日時　５月９日　10時から15時

○場所　鳥取地方・家庭裁判所米子支部

○定員　25名程度（当日受付順）

○問合せ先　

　鳥取県弁護士会（電話0857－22－3912）

　ただし、当日は次のところに問合せください。

　鳥取地方・家庭裁判所米子支部

　（電話0859－22－2205）

年金制度が変わります
○保険料額が改正されます

　平成18年４月から平成19年３月までの国民年

金保険料は、月280円引上げられ、月額13,860円

になります。

○学生納付特例制度・若年者納付猶予制度

　20歳以上の方は、学生であっても国民年金に

加入しなければなりません。収入が少なく、国民

年金保険料の支払が難しい場合は、申請により国

民年金保険料の支払が、猶予される学生納付特例

制度があります。

　また、30歳未満の方で、本人と配偶者の収入

が一定以下の場合に、申請により国民年金保険料

の納付が猶予される若年者納付猶予制度がありま

す。

　保険料が未納のままだと、不慮の事故などによ

り障害が残ってしまった場合に、障害基礎年金な

どを受けることができなくなる場合があります。

　手続は、役場町民課でできます。

○問合せ先　役場町民課（電話75－3223）

固定資産税の縦覧について
　固定資産をお持ちの方は、この機会に確認して

ください

○期間　５月31日まで（土日、祝日は除く）

○時間　８時30分から17時まで

○場所　役場町民課

○縦覧できる方

　町内に固定資産を所有している納税者（固定資

　産税を納めている方）と、その代理人

（代理人の場合は、委任状が必要になります）

○問合せ先　役場町民課（電話75－3223）
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（大学卒業程度）

５月３日～７日の時　　　間 内　　　　　容日にち

4月19日 10時～12時
ふれあいの里
４階大広間

救急救命法

4月26日 13時30分～15時30分
ふれあいの里
２階実習室

車椅子操作方法と車椅子でお買い物

5月20日 10時～15時
ふれあいの里
４階研修室①

福祉用具を上手に利用しよう

会　　場



日 曜日 行 事 名 場 所 時 間

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

ポリオ予防接種

犬・ねこ引取日

総合健康福祉センター

総合健康福祉センター

14：00～14：30

8：30～9：00

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

●広域隣保活動の教室参加希望者は本五集会所（　75－2624）へ連絡してください。

行 あ こ事 れ れ
4月 都合により、日程が変更される場合があります。

14

江府町人権同和問題啓発標語

俣野小学校６年　加　藤　康　介　おもいやり　それをつなげて　さべつなし�
明倫小学校１年　こみね　さ　ち　ともだちと　なかよくよいこで　すごそうね

学年は応募があった平成17年度時点で掲載しています。

賃 金 就業時間年齢所 在 地求人事業所名 職 種

※町報掲載時までに、充足済等により求人が取り消しとなっている場合がありますのでご了承ください。

4月分

求 人 募 集

介護職員（デイサービス）

生命保険、損害保険の販売 20～50

126,000～134,400

8:30～17:30�
16:30～9:30

8:30～17:30

120,000 9:00～17:00

不問

126,000～127,360介護職員 不問社会福祉法人寿耕会（チロルの里） 久連7

社会福祉法人寿耕会（チロルの里） 久連7

日本生命相互会社日野支所 佐川1028-1

109,120～144,320縫製オペレーター及び下手間 18～50 8:15～17:15ダイセン縫製（株）武庫500-1

5月

日 曜日 行 事 名 場 所 時 間

17

18

19�

20

�

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

納税組合長会

健康推進委員会

２歳・３歳児健診

補聴器修理相談（トーシン）

区長会

補聴器修理相談（中国）

区長会

町春季グランドゴルフ大会

区長会

５歳児健診

犬・ねこ引取日

明徳学園入学式

毛無山登山道開き祭

防災情報センター

防災情報センター

総合健康福祉センター

総合健康福祉センター

防災情報センター

総合健康福祉センター

防災情報センター

せせらぎ公園

防災情報センター

子供の国保育園

総合健康福祉センター

山村開発センター

俣野川ダムサージタンク

14：00～

13：20～

13：00～13：30

13：30～

19：00～

9：30～11：30

19：00～

9：00～

19：00～

13：00～13：30

8：30～9：00

10：00～

月

火

水�

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

日 曜日 行 事 名 場 所 時 間

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

ポリオ予防接種

犬・ねこ引取日

総合健康福祉センター

総合健康福祉センター

14：00～14：30

8：30～9：00

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日



交通死亡事故ゼロ継続日数

　　　　　699日　（４月１日現在）

火災ゼロ継続日数

　　　　　109日　（4月1日現在）

火　　災

◎お誕生おめでとう
(住　所）　（氏　 名）　（性別）（保護者）
小江尾　村上　心温　 男　　  一成
武　庫　藤原　秀太　 男　　  宏司
助　澤　加藤　花奈　 女　　  健一�
◎ご結婚を祝します
宮城　貴彰　　米子市�
下村美和子　　佐川から
宮崎　　亮　　福岡市�
川端　英子　　小江尾から
渡辺　拓也　　南部町�
村上　寛奈　　小江尾から�
◎ごめい福を祈ります
(住所）　（氏　名）（年齢）（世帯主）
俣　野　西田　豊忠　90歳　　豊子
美　用　川上　　博　36歳　　充親
小江尾　篠村美恵小　82歳　　利治
武　庫　井田　壽子　85歳　　英夫�
下蚊屋　各務　亀市　101歳　　裕之

人の動き 3月届
（敬称略）

ご　寄　付
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　毎年誕生月の月初めに社会保険

業務センターから現況届の用紙（は

がき）が送付されます。

　必要事項を記入の上、誕生月の

末日までに投函してください。

　もし紛失された場合には、役場に

用紙がありますのでご連絡ください。

　　　　　役場町民課（　75－3223）

現況届を提出しないと、
年金の支給が一時ストップします。

必ず提出しましょう。納付期限

4月分�
平成18年5月31日まで

　社会保険事務所から送られて

いる納付書を添えて金融機関で

お支払いください。

　なお、口座振替の方は、上記

期限が振替日です。

　日野総合事務所では日野郡住民の皆さん
方の声を施策に反映させていくため、皆さんが
地域や職場、家庭で気づかれた県の行政につ
いての意見・提言・アイデア・要望・苦情などを
募集しています。�
　皆さんから寄せられた声は、日野総合事務
所から本庁へ伝えますので、是非ご意見をお
聴かせください。
ファクシミリ・メールでもお受けします。
ファクシミリ　0859－72－2072
メールアドレス　h-kenminkyoku@pref.tottori.jp

　　　　　日野総合事務所県民局県民課�
　　　　　　　　電話：0859－72－2083

「日野総合事務所へのご意見、ご提案について」

�

�
社会福祉協議会に次の方からご寄付をい
ただきました。
（３月分）敬称略
◎見舞い返しとして�
　　荒　田　井上　昭宣　本人退院�
　　西　成　妹尾　艶子　本人退院
　　荒　田　井上弥之助　本人退院
　　下蚊屋　小椋美智子　本人退院
　　袋　原　新見智恵子　本人退院
　　宮　市　森　　　智　本人退院
　　下蚊屋　越峠　嘉道　本人退院�
　　荒　田　林　美貴子　本人退院
　　武　庫　桑本　岸枝　本人退院
◎香典返しとして
　　助　沢　北村　禮子　夫隆雄死去
　　小　原　川上　充親　子博死去
　　小江尾　篠村　利治　母美恵小死去�
　　佐　川　下坂　武司　母冬子死去
　　荒　田　井田　英夫　母寿子死去

)
)
)

役場窓口での証明書の交付時間を延長します役場窓口での証明書の交付時間を延長します

　仕事の都合などで、時間内に役場に来ることが難しい方のために、�

４月１７日（月）から役場窓口にかぎり、証明書の交付時間を週２�

日延長します。

●延長する曜日　月曜日と木曜日(当日が休日、祝日の場合は、取扱しません）

●延長する時間　午後７時１５分まで

●交付できる証明書　・住民票の写し　　・印鑑登録証明書

　　　　　　　　　　・所得証明書　　　・納税証明書

●総合健康福祉センター、防災情報センターでの証明書の交付時間�

　は、従来どおり午前８時３０分から午後５時までです。

●問合せ先　　役場町民課　電話７５－３２２３

＊証明書を交付する際、本人確認をします。免許証�
　など確認できるものを持参ください。ご協力をお�
　願いします。

人事異動（４月１日付）

【課長級】

　建設課長　阿部　朝親

（日野町江府町日南町衛生施設組合事務局長)

　日野町江府町日南町衛生施設組合事務局長

　徳岡　利樹（福祉保健課参事)

　農林課参事兼農業公社指導担当

　大田　敏朗（農林課参事）

�
【課長補佐級】

　日野病院組合派遣

　岡田　雄成（農業委員会事務局長）

　農業委員会事務局長
　瀬島　明正�
（福祉保健課課長補佐兼江府町在宅介護支援センター長)�

　企画財政課課長補佐

　服部　一雄（県派遣道路企画課係長)

【係長級】

　福祉保健課主査兼江府町�

　地域包括支援センター長

　藤森　史子（福祉保健課主査)

�
【新規採用】

　福祉保健課保健師

　横路ゆう子

　子供の国保育園保育士

　田原ひとみ

�

【退職】三月三十一日付

　手島　慎一（建設課長）

　山本詠利子

（子供の国保育園保育士）

各
種
証
明
書
の
交
付
の
際
、
本
人
確
認
を
し
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す
。
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ど
本
人
と
確
認
で
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を
持
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ミニ市場公募債「あやめ債」の購入につきまして、多くの皆さんの
ご協力いただきありがとうございました。
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ちゃれんじクッキングちゃれんじクッキング

桜  も  ち

①白玉粉に食用色素を溶か

　した水で白玉粉を溶かし、

　Aを加えて全体を充分に

　混ぜて溶かす。

②練りあんを10等分して丸

　めておく。

③桜の葉の塩づけを軽く塩

　抜きする。

④フライパンに油をしき、

　大さじ２杯の①を楕円に

　薄く延ばしながら両面を

　弱火で焼く。

⑤②のあんを④の皮でつつ

　み水気を拭いた桜の葉で

　巻く。

白玉粉　　　　　　10ｇ
小麦粉　　　　　　90ｇ
砂　糖　　　　　　5ｇ
水　　　　　　1カップ
食用色素（赤）　　　少々
サラダ油　　　　　適宜
練りあん(市販）　200ｇ
桜の葉の塩漬け　　10枚

◆材料（10個分）

◆作り方

エネルギー　　107kcal
脂質　　　　　　0.2ｇ�
たんぱく質　　　　2ｇ
カルシウム　　　　5㎎�
炭水化物　　　　24.4ｇ

1人分の栄養素（2個分）

江府町食生活改善推進協議会

親子でつくる手作りおやつ親子でつくる手作りおやつ

ホットプレートで焼きながらみんなで作るととっ

ても楽しいので、春の恒例行事になるかも…。

A

３月１７日、冬の間、通行止めになって�
いました鍵ヶ峠で、除雪の見学会があり�
ました。
子供の国保育園の園児や一般の方など、�
たくさんの方が見学に訪れていました。

春 の 訪 れ春 の 訪 れ春 の 訪 れ


